
■JSAE企画講演

■新車開発講演

■JSAE企画展示

AI、ビッグデータ、クラウド、ロボティクス —
自動車業界はいま、これまでとは異なる技術により大きく姿を変えつつあります。自動運転やテレマティクスの進化にとどまらず、新たな技術領域との融合が、新しい価値と
サービスを生み出し、未来のモビリティをリードしていく、そんな転換期のただ中に、私たちは立っています。本展示会では、DXで実現するクルマの進化、クルマを取り巻く
社会・サービスの進化、モノづくりの進化という３つの視点から、企画展示や企画講演を準備いたしました。これまでの枠を越えた新しい共創の可能性を体感してください。

JSAE個人会員様限定で講演の早期予約が可能です。（4月1日（水）～ 4月8日（水）） 詳細はJSAE会員マイページをご確認ください。

JSAE個人会員様限定で講演の早期予約が可能です。（4月1日（水）～ 4月8日（水））詳細はJSAE会員マイページをご確認ください。

JSAE企画のテーマに沿った講演をお届けします。

JSAE個人会員様限定で講演の早期予約が可能です。（4月1日（水）～ 4月8日（水））
詳細はJSAE会員マイページをご確認ください。 ［要参加登録］※無料

株式会社アイシン／株式会社アダコテック／株式会社Spakona／株式会社SUBARU／住友ゴム工業株式会社／株式会社ゼンリン／ダイキン工業株式会社／Dynabook株式会社／株式会社T�／TIS株式会社／
東芝システムテクノロジー株式会社／トヨタ自動車株式会社／豊田合成株式会社／日産自動車株式会社／日本AMD株式会社／株式会社日立製作所／株式会社日立プラントサービス／富士通株式会社

自動車技術会2026年春季大会は5月27日 (水)～5月29日 (金)にパシフィコ横浜にて開催いたします。
学術講演会（有料）の他、Keynote Address、学生ポスターセッションなどを実施いたします。
詳細は、ウェブページをご確認ください。  

■2026年春季大会関連催事 ノース3F・4F他

アネックスホールF203~F206

ノース1F

アネックスホールF201＋F202〈定員：約300名〉

車両開発者がくるまづくりにかけた熱意・思い入れを語ります。 アネックスホールF201＋F202〈定員：約300名〉

■フォーラムYOKOHAMA

暦本 純一 氏

東京大学
情報学環
教授

Keynote Address
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● 一般展示�
● JSAE企画講演
● 新車開発講演
● フォーラムYOKOHAMA

● JSAE企画講演
● 新車開発講演
● フォーラムYOKOHAMA

● 出展社セミナー● 出展社セミナー

AA

パシフィコ横浜へのアクセス▶みなとみらい駅 徒歩5分／桜木町駅 徒歩12分

自動車技術展

EXHIBITION HALL
テスティング

カーエレクトロニクス

材料

CAEソリューション

自動車
部品

出展カテゴリ

自動車

R&D・出版・団体

R&D・出版・団体

ソフトウェア
部品

出展カテゴリ

▶ 講演は、展示会場とアーカイブ配信でお届けします。現地聴講をご希望の場合は公式サイトより事前予約が必要です。アーカイブ配信は 6/2(火)～6/9(火)を予定しております。※JSAE会員限定配信は 6/10(水)～6/17(水) を予定

出展小間数

1,500
展示総面積

26,500約 ㎡
出展社数

550社 以上 小間以上

● JSAE企画展示 ノース1F
● JSAE企画講演 アネックスホールF���＋F���
● 一般展示  ノース１F／展示ホール1F／展示ホール1F コンコース

● 新車開発講演 アネックスホールF���＋F���
● 出展社セミナー ハーバーラウンジA
● フォーラムYOKOHAMA　 アネックスホール F���~F���

公式サイトで
事前に来場登録

展示内容を
オンライン展示会で
事前にチェック！

入場証をA�で
カラー印刷し、
会場に持参

ご来場までの流れご来場までの流れご来場までの流れ ご来場前に、必ず事前登録をお済ませください。 本展示会は、完全事前登録制(無料)です。当日登録の受付はございません。
「QRコード」または「URL」から事前登録を行なってください。

事前来場登録は
こちら

https://aee.expo-info.jsae.or.jp/ja/
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EXHIBITION HALL

ーDXと共創で革新する自動車技術ー
新しい技術との融合で創る クルマとモビリティの未来

自動車技術・産業および関連分野について最新の動向や将来の展望を紹介する講演会を現地開催します。プログラム詳細は公式サイトをご確認ください。

会議センター 1F
メインホール JSAE Annual Party （技術者交流会）　〔要参加登録〕

�/�� THU ��:��-��:��
技術者、展示会出展社の方々が交流を深める機会として
JSAE Annual Partyを開催いたします。参加ご希望の方は、
春季大会ウェブサイトよりお申込みください。

会議センター 3F

※招待者の方は無料、別途ご案内を差し上げます。

※学術講演会と同様に5月19日（火）以降のキャンセルはできません。

https://www.jsae.or.jp/taikai/����haru/outline/開催概要

● JSAE企画展示
● 一般展示�
● JSAE企画展示
● 一般展示�

● 一般展示�

※展示総面積は、展示ホール・ノースの総面積です。出展小間数および出展社数は2月20日（金）時点での予定数です。

国内最大級の

経済産業省のAI政策の動向と展望
経済産業省は、AIを今後の成長の柱と位置づけ、利活用
の促進、人材育成、ガバナンスの推進、国産AI開発など、総
合的な取組を実施しています。今回は、それらの政策
動向及び今後の展望についてお話します。 

経済産業省
商務情報政策局
情報技術利用促進課 
兼 情報産業課AI産業戦略室/
情報技術利用促進課長
兼 情報産業課AI産業戦略室長

渡辺 琢也 氏

SDVで変わる。次世代モビリティの設計・生産、自動車部品業界への影響                
100年に一度の変革と言われる大きな波が自動車産業に
押し寄せています。その中でも産業構造を変えるほどの大
きなうねりが、電動化とSDVによるコネクテッドカーへの
潮流です。本講演では、SDVの基本から、データとAIがもた
らすモビリティ産業の未来像まで、事例を交えながらわか
りやすくお話しします。

電動モビリティシステム
専門職大学
准教授
ジャーナリスト
ストラテジスト

川端 由美 氏

人とAIが共に進化する工場  -デジタルツインが創る次世代ものづくり-
デジタルツインとCPS基盤を活用した「人とAIが共に進化
する工場」について講演します。データ連携や可視化から、
AIや量子技術による自律的な最適化・制御へと進化する

「CPS 2.0」の概念を提示。技術革新に加え、働く人の
ウェルビーイングも実現する次世代のものづくり戦略をご
提案します。

東京科学大学
総合研究院・教授

藤澤 克樹 氏

レベル4自動運転トラックでの幹線輸送サービス実現に向けた技術開発
レベル4自動運転トラックによる幹線輸送サービスの実現
に向け、走行技術・運行設計・安全確保等の観点から、
T�が取り組む最先端の自動運転技術開発の現在地と
今後の課題を紹介する。株式会社T�

技術開発本部長

辻　勇気 氏

地域交通DX推進プロジェクト「COMmmmONS（コモンズ）」の取組
地域交通が直面している「サイロ化」の課題をどう解消し、
持続可能な交通の仕組みをどのように築いていけるのか。

「交通空白」解消を目指す国土交通省の新たな施策である
地域交通DXプロジェクト「COMmmmONS（コモンズ）」の
取組みを紹介する。

国土交通省
モビリティサービス推進課
総括課長補佐

内山 裕弥 氏

生成AIがもたらす In Car Experience へのインパクト
Microsoftは世界最大のAI企業として、変革を推進して
います。本公演では、SDV化が進む自動車業界のAI活用
から、車室空間（In-Car-Experience）でのAI適用まで
幅広いユースケースについてご紹介させていただき、自動
車会社に必要なクルマの商品価値についても提言させ
ていただきます。

日本マイクロソフト株式会社
モビリティサービス事業本部
モビリティ先進技術責任者

石黒 裕太郎 氏

新型日産LEAFの魅力と磨き上げた実用性能

3代目となる「日産リーフ」は70万台の販売実績と280億kmの
走行データを基に、EVならではのスーッと滑らかで力強い走
りとEVの実用性を進化させました。本講演では、効率の追求
を合言葉に開発した高い空力性能、新型パワートレイン、統合
熱マネジメントシステムに加え、先進の運転支援技術やEV
専用Googleナビなどの技術革新について紹介します。 

日常使いにこだわった新世代SUV 新型CX-�

「新世代エモーショナル・デイリーコンフォート」をコン
セプトに人をワクワクさせるデザイン/走り、快適な室内
空間/乗り心地、使いやすいインターフェイスなど採用し、
徹底して日常使いにこだわった新型CX-�の魅力を開発
責任者より紹介します。

マツダ株式会社
クルマ開発本部　
主査

山口 浩一郎 氏

JSAE個人会員様限定で講演の早期予約が可能です。（4月1日（水）～ 4月8日（水））詳細はJSAE会員マイページをご確認ください。JSAE個人会員様限定で講演の早期予約が可能です。（4月1日（水）～ 4月8日（水））詳細はJSAE会員マイページをご確認ください。JSAE個人会員様限定で講演の早期予約が可能です。（4月1日（水）～ 4月8日（水））詳細はJSAE会員マイページをご確認ください。JSAE個人会員様限定で講演の早期予約が可能です。（4月1日（水）～ 4月8日（水））詳細はJSAE会員マイページをご確認ください。

「新世代エモーショナル・デイリーコンフォート」をコン

スズキ初のバッテリーEV 「e ビターラ」 の開発

スズキは2026年1月に同社初となる量産バッテリーEV（BEV）
「eビターラ」を日本で発売開始しました。eビターラは日本

以外に欧州・インドを初めとするグローバルへ展開する
スズキのBEV世界戦略車の第一弾となります。本講演では、
eビターラの特徴や開発に込めた狙い、主要技術などに
ついて紹介します。

スズキ株式会社
BEV B・C商品統括部　
第1カーライン　
チーフエンジニア

大前 陽平 氏

パシフィコ横浜へのアクセス▶みなとみらい駅 徒歩5分／桜木町駅 徒歩12分

展示協力企業・団体（五十音記載）

Human-AI Integration
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【Y�】モータースポーツフォーラム
「モータースポーツ技術と文化」

企画：モータースポーツ部門委員会

【Y�】サーキュラーエコノミーとリサイクル価値
～指標を中心に～
企画：リサイクル技術部門委員会

【Y�】Cars that think and communicate
－高度自動運転へ互いにわかりあえるクルマを目指して－
企画：エレクトロニクス技術部門委員会
　　 自動運転技術部門委員会

【Y�】電化道路（走行中ワイヤレス給電）と
スマートモビリティ社会に向けた最近の動向
企画：ワイヤレス給電システム技術部門委員会

【Y�】現役エンジニアから若者へ送るメッセージ
『エンジニアの道 × 二輪の未来』

企画：二輪車の運動特性部門委員会

��:��-��:��

【Y�】社会変革と次世代のモビリティ
企画：モビリティ社会部門委員会

�:��-��:�� ��:��-��:��

【Y�】モデルベース開発とモデル流通による
自動車開発の革新に向けて
企画：自動車制御とモデル研究部門委員会

【Y��】マルチパスウェイを支えるカーボンニュートラル
燃料のエンジン燃焼シミュレーション技術の最前線
企画：CFD技術部門委員会

【Y�】『共創』 『連携』 AI・デジタルツインで描く 
未来のモノづくりとコトづくり
企画：生産加工部門委員会

【Y�】自動車のサイバーセキュリティ最前線
企画：サイバーセキュリティ講座企画委員会
　　 サイバーセキュリティ技術部門委員会

【Y��】持続可能な自動車社会が不確実な状況下、
我々技術者はどう立ち向かうべきか？

【Y��】持続可能なモビリティ社会を実現する
材料技術の最新動向

企画：持続可能な自動車社会検討部門委員会 企画：材料部門委員会
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※当セッションのみ9:30-12:30

Coming Soon...



■出展社一覧 ■出展社セミナー ハーバーラウンジA〈定員：約100名〉

ノース1F

かつてくるまは機械の集大成でした。しかし今、SDV（Software 
Defined Vehicle）へのシフトにより、その価値はコードとAIに
よって定義されます。本エリアでは、車載OS、高度なAI知能化、
DXを加速させる開発環境など、次世代モビリティの心臓部が
集結。隣接する「モビリティDXイノベーションステージ」では、業界
のトップランナーが「ソフトウェア起点」の戦略を語り尽くします。
ハードとソフトが融合し、移動の概念が変わる歴史的瞬間を、
その目で確かめてください。

■モビリティDXイノベーションステージ

スケジュール詳細は
公式サイトを
ご確認ください

会員ラウンジでは会期中、電子会員証をご提示いた
だくことで、各種飲料、Wi-Fi環境、PC電源を提供させ
ていただきます。  

詳細はこちらから
ご確認ください

アーカイブティップス株式会社
rFpro Limited合同会社
IAV株式会社
IMV株式会社
アイカ工業株式会社
株式会社愛幸発條
愛三工業株式会社
株式会社IJTT
株式会社アイシン
株式会社IDAJ
株式会社アイ・ディー・クロスリンク
ITKエンジニアリングジャパン株式会社
IPG Automotive株式会社
I-PEX株式会社
株式会社青海製作所
燈株式会社
アキュイティー株式会社
株式会社浅野
株式会社浅野研究所
旭化成株式会社
株式会社ASAHI FORGE
ASTI株式会社
Astemo株式会社
アストロデザイン株式会社
ATESTEOジャパン株式会社
アトセンス株式会社
株式会社アドバネクス
アナログ・デバイセズ株式会社
株式会社アネブル
株式会社アプトポッド
Applied Intuition合同会社
APPLUS IDIADA
Amsted Automotive
アメテック株式会社
アルケマ株式会社
アルプスアルパイン株式会社
Albonair
アレグロマイクロシステムズジャパン合同会社
アンシス・ジャパン株式会社
Amphenol Communications Solutions
アンフェノールジャパン株式会社
アンリツ株式会社
株式会社e・オータマ
EAGLYS株式会社
株式会社イージーメジャー
イーソル株式会社
イータス株式会社（ソフトウェア）
イータス株式会社（テスティング）
iwis mobility systems Japan 株式会社
イグス株式会社
株式会社イクヨ
いすゞグループ(いすゞ自動車株式会社/UDトラックス株式会社)
市光工業株式会社
出光興産株式会社
伊藤金属工業株式会社
イリソ電子工業株式会社
イワタボルト株式会社
インテグラル・テクノロジー株式会社
インフィニオン テクノロジーズ ジャパン株式会社 ●
株式会社ヴァレオジャパン
VI-grade
Wieland
WIZAPPLY株式会社
ウイツエンマンジャパン株式会社
VicOne株式会社
WINDHILL TECHNOLOGIES Pte. Ltd.
株式会社ウェーブロック・アドバンスト・テクノロジー
株式会社上島製作所
株式会社生方製作所
浦谷商事株式会社
wolfSSL Japan合同会社
エア・ブラウン株式会社
AIP Automotive Japan株式会社
エイヴィエルジャパン株式会社
英国パビリオン
ASAM Japan G.K.
HKT株式会社
AB Dynamics 合同会社
エイム株式会社
株式会社エー・アンド・デイ

ACTech GmbH
A�Mac� JAPAN株式会社
ATI WORLDWIDE LLC
S&P Global Mobility Co., Ltd.
SMK株式会社
SMT ジャパン
SCSK株式会社
SGSジャパン株式会社
SJM Co.,LTD
SWCC株式会社
株式会社SPIエンジニアリング
株式会社エッチ・ケー・エス
NOK株式会社
NTN株式会社
株式会社NTTデータ オートモビリジェンス研究所
Epic Games Japan合同会社
エフ・アイ・ティー・パシフィック株式会社
FEV Japan株式会社
FsTech株式会社
株式会社エフ・シー・シー
エフティテクノ株式会社
MI-�株式会社
エムエスシーソフトウェア株式会社
株式会社M�X
MD ELECTRONICS Japan合同会社
エムティエスジャパン株式会社
MP五協フード＆ケミカル株式会社
エリコンジャパン株式会社
Elmos Japan株式会社
エルリングクリンガーマルサン株式会社
エレクトロビット日本株式会社
オエティカジャパン株式会社
大阪フォーミング株式会社
Audiokinetic株式会社
株式会社大手技研
AUTOSAR
株式会社オートテクニックジャパン
オートマックス株式会社
オートリンクジャパン株式会社
株式会社岡崎製作所
公益財団法人岡山県産業振興財団
小川工業株式会社
沖エンジニアリング株式会社
株式会社オクテック
株式会社小田原エンジニアリング
株式会社オティックス
株式会社小野測器
株式会社オプソック
オモビオ株式会社
株式会社オリジン
株式会社Ollo
一般財団法人カーボンニュートラル燃料技術センター
カールツァイス株式会社
Guidepoint Global Japan合同会社
Caillau
ガイロジック株式会社
カウテックスジャパン株式会社
一般財団法人化学物質評価研究機構
河西工業株式会社
株式会社カタナコーポレーション
株式会社加藤製作所
カナダ・オンタリオ州
株式会社カネカ
株式会社GAFS
キーコム株式会社
キーサイト・テクノロジー株式会社 (CAE)
キーサイト・テクノロジー株式会社
キーパー株式会社
菊水電子工業株式会社
北川工業株式会社
株式会社気密プロジェクション
株式会社木村鋳造所
キャテック株式会社
キヤノンITソリューションズ株式会社
Qt Group
QMAIL
Qnity
協和工業株式会社
株式会社共和電業
QUEST GLOBAL JAPAN Corp. ●

株式会社クオルテック
クノールブレムゼ商用車システムジャパン株式会社
倉敷化工株式会社
株式会社クラレ
グリーソンアジア株式会社
株式会社グリーンプラス
株式会社クリモト
株式会社クレアクト
株式会社グローブ・テック
クロマジャパン株式会社
桑原鋳工株式会社
計測エンジニアリングシステム株式会社
京浜精密工業株式会社
ゲスタンプ・オートテック・ジャパン株式会社
ケル株式会社
株式会社ケン・オートメーション
株式会社小糸製作所
株式会社コイワイ
株式会社構造計画研究所
江蘇穗実科技有限会社
高分子計器株式会社
株式会社神戸製鋼所
コーンズテクノロジー株式会社
国際計測器株式会社
コベストロジャパン株式会社
ConMet
サイバネットシステム株式会社
株式会社鷺宮製作所
株式会社ササキ
サティヤムベンチャージャパン株式会社
株式会社サファイアストリーム
澤久工業株式会社
株式会社産栄工業
株式会社三五
サンコール株式会社
サンゴバン株式会社
三洋貿易株式会社
サンワトレーディング株式会社
株式会社CRI・ミドルウェア
株式会社シーケービー
GTRテック株式会社
株式会社ジーテクト
株式会社シーマイクロ
シーメンス株式会社
JFEスチール株式会社
JFEテクノリサーチ株式会社
株式会社JMC
株式会社ジェイテクト
JATOジャパンリミテッド ●
JMAG / JSOL Corp.
JLMAG RARE-EARTH JAPAN株式会社
公益財団法人静岡県産業振興財団
株式会社システナ
株式会社システムプラス
芝浦機械株式会社
島田理化工業株式会社
株式会社島津製作所
株式会社ジャスティ
ジヤトコ株式会社
Japan Novosense Microelectronics株式会社
ジャパンプローブ株式会社
シュンク・ソノシステムズ
城北化学工業株式会社
Shenzhen Hoverbird Electronics Technology Co., Ltd.
新電元工業株式会社
新日本特機株式会社
株式会社新日本電波吸収体
シンフォニアテクノロジー株式会社
株式会社杉浦製作所
株式会社鈴木
スズキ株式会社
スターライト工業株式会社
Stanley Engineered Fastening / ポップリベット・ファスナー株式会社
ストゥーケン
株式会社ストラタシス・ジャパン
ストリンゴ株式会社
株式会社SUBARU
スパルジャパン株式会社
Speeda
スマートアイ・ジャパン株式会社

スミダコーポレーション株式会社
住友化学株式会社
住友重機械工業株式会社
住友電気工業株式会社
住友ベークライト株式会社
株式会社スリーボンド
積水化学工業株式会社
ゼット・エフ・ジャパン株式会社
セミドライブテクノロジー社
株式会社センサータ・テクノロジーズ ジャパン
SOLIZEグループ
SONCEBOZ
第一実業株式会社
ダイキョーニシカワ株式会社
ダイキン工業株式会社
ダイセル・エボニック株式会社
大同メタル工業株式会社
ダイトロン株式会社
ダイハツ工業株式会社
大豊工業株式会社
太陽誘電株式会社
Dauch
ダウ・ケミカル日本/ ダウ・東レ
株式会社タカギセイコー
株式会社高砂製作所
株式会社タチエス
株式会社ダッド
多摩川精機株式会社
DUNLOP
中央発條株式会社
中日電熱株式会社
超越電子株式会社
株式会社司測研
株式会社椿本チエイン
鶴賀電機株式会社
ティアック株式会社
TE Connectivity Japan合同会社
TNO JAPAN株式会社
株式会社DJK
dSPACE Japan株式会社
株式会社DTSインサイト
TDK株式会社
TPR株式会社
株式会社TBK
DeepLジャパン合同会社
株式会社TMEIC
株式会社ディテクト
株式会社テイン
株式会社テクシオ・テクノロジー
株式会社テクトロニクス
株式会社テクニカルサポート
株式会社テクノアクセルネットワークス
株式会社テクノスター
テクマトリックス株式会社 ●
tesa tape K.K. ●
デジタルデザインスタジオ株式会社
デジタルプロセス株式会社
テスコ株式会社
DESAY SV AUTOMOTIVE JAPAN 株式会社
株式会社テック技販
Tebiki株式会社
デュージャパン株式会社
テュフ ラインランド ジャパン株式会社
デュポンジャパン株式会社
株式会社テラバイト
デルタ工業株式会社
デルフィンゲン・ジャパン株式会社
テレダイン・レクロイ ●
DELO工業接着剤株式会社
電子磁気工業株式会社
株式会社デンソー
東亞合成株式会社
株式会社東海理化
株式会社東京アールアンドデー
株式会社東京測器研究所
東京ダイレック株式会社
東芝グループ
株式会社東測
東プレ株式会社
株式会社東陽テクニカ

東洋電機製造株式会社
東洋ドライルーブ株式会社
東レ株式会社
トーホーエンジニアリング株式会社
所沢軽合金株式会社
株式会社戸田レーシング
株式会社TOP
トビー・テクノロジー株式会社
株式会社巴川コーポレーション
豊田合成株式会社
株式会社トヨタシステムズ
トヨタ自動車株式会社
トヨタ車体株式会社
トヨタテクニカルディベロップメント株式会社
トヨタ紡織株式会社
トライス株式会社
TRAMI
tracetronic株式会社
NIRA Dynamics Japan株式会社
中西金属工業株式会社
株式会社ナカリキッドコントロール
株式会社ナックイメージテクノロジー
ナブテスコオートモーティブ株式会社
ナミテイ株式会社
ナンバーナインワークス株式会社
株式会社ニコン・トリンブル
ニチコン株式会社
日軽金ALMO株式会社
日産化学株式会社
日産自動車株式会社
日産車体株式会社
株式会社日進PREVO
日東紡績株式会社
株式会社NIPPO
日本ケミコン株式会社
日本精機株式会社
日本精工株式会社
日本特殊陶業株式会社
日本発条株式会社
株式会社日本イントリピッド・コントロール・システムズ
日本AMD株式会社
日本音響エンジニアリング株式会社
日本カノマックス株式会社
日本キスラー合同会社
日本キャノン株式会社
日本ケイデンス・デザイン・システムズ社
日本航空電子工業株式会社
一般財団法人日本自動車研究所
特定非営利活動法人日本自動車レース工業会
日本シノプシス合同会社
日本スピンドル製造株式会社
日本3Dプリンター株式会社

日本ソセー工業株式会社
日本端子株式会社
日本電計株式会社
一般財団法人日本品質保証機構
日本プラスト株式会社
日本プラズマトリート株式会社
日本モレックス合同会社
株式会社日本レーザー
ニュートンワークス株式会社
ヌヴォトン テクノロジージャパン株式会社
Nature Architects株式会社
ネオリウム・テクノロジー株式会社
株式会社ネットビジョン
ノウルズ・エレクトロニクス・ジャパン株式会社
野田プラスチック精工株式会社
株式会社ノビテック
NORMA Group
パーソルクロステクノロジー株式会社
ハートランド・データ株式会社
株式会社バーナードソフト
株式会社バイオスシステム
Vicor株式会社 ●
包頭天和磁材科技株式会社
株式会社ハシバモールド
株式会社橋本屋
Bax株式会社／MSR株式会社
Patsnap
株式会社原製作所
パルステック工業株式会社
ハルターマン・カーレス・ジャパン合同会社
株式会社パルメソ
HERE Japan 株式会社
BASFグループ
株式会社PTVグループジャパン
日置電機株式会社
ビクトレックスジャパン株式会社
株式会社ビザスク
BizLink Technology Inc.
株式会社日立ソリューションズ
株式会社日立ハイテク
日野自動車株式会社
ピュア・ストレージ・ジャパン株式会社
株式会社ピューズ
株式会社ヒューマネティクス・イノベーティブ・ソリューションズ・ジャパン
Hirschvogel Umformtechnik GmbH  Ltd.
ヒロセ電機株式会社
ファンクションベイ株式会社
株式会社フィジックステクノロジー
VBOX JAPAN株式会社
株式会社フォーアシスト
株式会社フォーイン
フォスジャパン株式会社

株式会社フォトロン
Foretellix合同会社
株式会社フクダ
福田交易株式会社
株式会社フコク
藤倉コンポジット株式会社
富士計測システム株式会社
株式会社不二越
株式会社富士テクニカルリサーチ
FUJIPOLY（富士高分子工業）
フタバ産業株式会社
株式会社bryka
ブラザー販売株式会社 ●
ブルカージャパン株式会社
古河電気工業株式会社
ブレイドテクノロジーズ株式会社
ブローゼジャパン株式会社
株式会社プロテリアル
PROFIL JAPAN
プロメテック・ソフトウェア株式会社
ヘガネスジャパン株式会社
Hexagon
ベクター・ジャパン株式会社
ヘッドアコースティクスジャパン株式会社
ヘラマンタイトン株式会社
HENN GmbH & Co KG
ヘンケルジャパン株式会社
Bourns  Inc.
ボッシュ株式会社
ホッティーポリマー株式会社
ホッティンガー・ブリュエル・ケアー（HBK）
ポリテックジャパン株式会社
株式会社堀場製作所
PolyWorks Japan株式会社
BorgWarner株式会社
本田技研工業株式会社
マークラインズ株式会社
マーティンレアオートモーティブジャパン株式会社
マーレグループ
Mywayプラス株式会社
マキシメーター・フルード・テクノロジーズ株式会社
マグナ・インターナショナル・ジャパン株式会社
株式会社マツイ
株式会社松井製作所
株式会社マックシステムズ
松定プレシジョン株式会社
マツダ株式会社
松本興産株式会社
丸文株式会社
丸紅I-DIGIOグループ　丸紅情報システムズ株式会社
三咲デザイン合同会社
株式会社水野鉄工所

三井化学株式会社
株式会社ミツトヨ
三菱ケミカル株式会社
三菱自動車工業株式会社
三菱プレシジョン株式会社
株式会社三星製作所
ミドリオートレザー株式会社
Moving Magnet Technologies
武蔵エンジニアリング株式会社
株式会社村田製作所
明治電機工業株式会社
株式会社明電舎
株式会社メタルアート
ものづくり支援センターしもすわ
株式会社守谷商会
株式会社モルフォ
矢崎総業株式会社
柳河精機＆ダイヤメット
株式会社山田製作所
株式会社UACJ
株式会社UL Japan
株式会社ユタカ技研
ユニチカ株式会社
ユニパルス株式会社
株式会社ユニバンス
ユニプレス株式会社
YOLE GROUP
株式会社ヨコオ
吉川工業ファインテック株式会社
有限会社吉川製作所
ヨメザジャパン株式会社
Rheinmetall AG
LaVision  LLC
リアクティブシステムズインコーポレイテッド
リオン株式会社
株式会社リガク
リケンNPR株式会社
リケンテクノス株式会社
株式会社RICOS
リゴルジャパン株式会社
リズム株式会社
リナマージャパン株式会社
株式会社両毛システムズ
リョービ株式会社
リンテック株式会社
株式会社レーザー計測
レノボ・ジャパン合同会社
ロボットバンク株式会社
ロラックスジャパン
ワブテック・インスペクション・テクノロジーズ・ジャパン株式会社
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スケジュール詳細は
公式サイトを
ご確認ください

集結。隣接する「モビリティDXイノベーションステージ」では、業界
のトップランナーが「ソフトウェア起点」の戦略を語り尽くします。
ハードとソフトが融合し、移動の概念が変わる歴史的瞬間を、

Defined Vehicle）へのシフトにより、その価値はコードとAIに
よって定義されます。本エリアでは、車載OS、高度なAI知能化、
DXを加速させる開発環境など、次世代モビリティの心臓部が
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機械システム性能　～電動ブレーキ・CVT事例で解説～

��:��-��:�� ファンクションベイ株式会社

設計プロセス変革はどう実現できるのか
～AIエージェント基盤が変える、CAEと設計のあり方～

��:��-��:�� SCSK株式会社

カーボンニュートラルに向けた燃料多様化と粒子規制
の最新動向に対応するHORIBAの計測ソリューション

��:��-��:�� 株式会社堀場製作所

H�車両向けフレキシブルメタルホースの最新技術紹介

��:��-��:�� ウイツエンマンジャパン株式会社

アクティブサーモグラフィによる非破壊検査事例紹介

��:��-��:�� 株式会社ケン・オートメーション

車両挙動に基づくADAS/AD性能の
客観的評価手法のご紹介

��:��-��:�� エイヴィエルジャパン株式会社

SIL/HIL統合とAI活用で実現する高効率SDV開発

��:��-��:�� dSPACE Japan株式会社

SCSK 量子技術による製造業の課題解決に向けた取り組み
～ 量子技術をビジネスに実装するインテグレーターを目指して ～

��:��-��:�� SCSK株式会社

自動運転時代の車室内音響空間
～音楽・映像コンテンツ制作との調和～

��:��-��:�� 日本音響エンジニアリング株式会社

欧米CO₂規制の最新動向と対応する
計測・評価ソリューション

��:��-��:�� 株式会社堀場製作所

AIが自動車業界に与える影響

��:��-��:�� DESAY SV AUTOMOTIVE JAPAN LTD

構造から流体まで Jupiter Solutionsによる
Pre／Post効率化

��:��-��:�� 株式会社テクノスター

メッシュフリー・粒子法 流体解析ソフト
『Particleworks』の最新機能とGPUによる高速計算

��:��-��:�� プロメテック・ソフトウェア株式会社

中国市場で豊富な実績を持つNOVOSENSEが提案する 車両安
全から自動駐車までを支えるADAS向け半導体ソリューション

��:��-��:�� Japan Novosense Microelectronics
株式会社

手戻りなき最速の開発サイクルへ：Patsnap AIが導く
次世代車向け材料探索とRare Earth-Lean戦略

��:��-��:�� 合同会社Patsnap

トンネル型インライン 
完成車向け総合外観検査装置 AiO

��:��-��:�� コニカミノルタ株式会社
（第一実業株式会社)

第4世代の診断システム

��:��-��:�� ウィンドヒルテクノロジーズ株式会社

自動車用途におけるプラスチックス材料の評価試験

��:��-��:�� 株式会社UL Japan

実電極構造を用いたCOMSOL Multiphysics®による
全固体電池充放電の高精度3次元シミュレーション

��:��-��:�� 東京科学大学
（計測エンジニアリングシステム株式会社）

PreonLabが切り拓く粒子法シミュレーションの最新
技術と欧州活用の最前線

��:��-��:�� エイヴィエルジャパン株式会社

非破壊検査・計測の最新技術情報

��:��-��:�� 株式会社ケン・オートメーション

「詳細」と「全体」の相互作用から最適化　
街から電池までを繋ぐ熱・エネルギーシミュレーション

��:��-��:�� ニュートンワークス株式会社

ロードノイズを対象とした伝達経路解析(TPA)の測定
から解析までをご紹介

��:��-��:�� 株式会社小野測器

設計段階からコストを考慮し成功に導く 
"SuccessChain for ECM"

��:��-��:�� SCSK株式会社

車両技術の革新を支えるディスペンステクノロジー

��:��-��:�� 武蔵エンジニアリング株式会社

エンジニアリング・クラウドによる
電子仮想車載ソリューション

��:��-��:�� 日本シノプシス合同会社

既存設備を最大活用しながら実現する
試験環境の最適化（仮）

��:��-��:�� 株式会社明電舎

EV車両の熱マネジメント：開発課題とAVLのソリューション

��:��-��:�� エイヴィエルジャパン株式会社

人とくるまのテクノロジー展 2026 YOKOHAMA がさらに充実!

オンライン展示会 活用ガイド
展示会来場前に効率的にオンラインを活用する つのポイント！

ONLINE
STAGE 1

5/19T
U
E

T
U
E6/9-

JSAE個人会員様
※入口にて電子会員証をご提示ください

対象

JSAE個人会員の方は会員ラウンジをぜひご利用ください！

■JSAE会員ラウンジ アネックスホール 2F フォワイエ

「自動車に関わるDX」をテーマに、出展社によるプレゼンテーションステージを
実施いたします！皆様とともに自動車の進化について考える場になれば幸い
です。セミナースケジュールは公式サイトをご確認ください。 

※事前予約不要

これらを解決する3つの機能をご用意しました。
どのブースを回ればいいか分からない… キーワードが思いつかず、検索がうまく使えない… 忙しくて事前に情報収集する時間がない…

展示会でこんな経験、ありませんか？

出展社：���社 ／�,���小間 五十音順掲載 2026年2月20日（金） 現在（共同出展社数は含んでおりません。●はオンラインのみの出展です。）五十音順掲載 2026年2月20日（金） 現在（共同出展社数は含んでおりません。●はオンラインのみの出展です。）

Point1 来場者×出展社マッチング機能

展示会を回る前の“事前調査”に活用！

来場者が事前に登録した興味・関心テーマをもとに近い出展社が
自動でレコメンドされ、情報交換や商談に繋がる可能性も！

＜マッチング機能の流れ＞

1. 来場者が興味・関心テーマを事前登録

2.出展社の提供ソリューションと自動でマッチング

3.関連性の高い出展社が「おすすめ出展社」として優先表示

1.

2.

3.

事前にチェックすることで、
当日のブース見学がスムーズに！

Point3 デジタルMAPと連携！マイ見学リスト

「調べる→選ぶ→回る」まで、
オンラインで事前準備が完結
出展社一覧から技術分野やテーマで簡単に絞り込み！各社ページで展示内容を事
前確認できます。気になる企業は見学リストに保存でき、デジタルMAPと連携して
当日の見学もスムーズに！

Point2 AI Deep Search 従来のキーワード検索に加え、 AIを活用した大容量コンテキスト検索を導入！

「キーワード」ではなく「課題」から探せる
来場者は「どんな技術が使えそうか分からない」「課題はあるが、解決手段が曖昧」と
いった状態でも、課題ベース・技術領域ベースで直感的に情報探索できます。


